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論文の内容の要旨
(呂的)
本論文の呂的は、ハギア・ソフィア大聖堂内部の壁面モザイクを対象として現地調査を実施し、①金地を
作る金色テッセラ(モザイク小片)多数の澱色計測を行ってその特性を分析し、②テッセラの色彩とモザイ
ク装飾技法の関係を考察し、③ビザンティン・モザイクの制作年代決定における金色テッセラの測色計測の
有効性を提示することである。
(対象と方法)著者は、 トルコ政府給費留学生として 1か月間イスタンブールに滞在し、関連古文書機関
で資料研究を行うと同時に、ハギア・ソフィア大聖堂の中央ドーム、ギャラリー(デイシス・モザイク)、
ナルテックス各所で計5000点以上のモザイクの備計測を実施して分析データを得ている。同大聖堂のモザ
イク研究では、様式比較による美術史研究が主流であり、関連してテッセラの色彩が議論される場合でも、
呂視による主観的記述が論拠となってきた。本研究は、それら既往研究とは異なって、分光潤色計による計
測データを解析する点で斬新であり、テッセラ設置技法を測色データと組み合わせることで、制作年代の基
準チャートを得ている点は学術的独創性として高く評価できる。
(対象と方法)
第l章「ハギア・ソフィア大聖堂モザイクとその保存jでは修復史を概観し、第2章「モザイクの現状調
査とその分析Jで測色、形状、マイクロスコープによる観察データの分析を行う。中央ドーム、ギャラリー
(デイシス・モザイク)、ナルテックスの測色スペクトルの特性から、特に 6世紀と 14世紀モザイクの差を
明らかにし、材料、設建方法との差の相関を得ている。第 3章「ハギア・ソフィア・モザイクの制作年代と
材料・技法jでは、さらに 9、10世紀の聖堂西側上部構造再建時のモザイクの設置技法の特徴を明らかにし、
デイシス・モザイクについての分析で 1、12世紀の技法と色彩の特徴を論じる。以上の考察を総合し、第
4章「結論ーハギア・ソフィア・モザイクの材料・技術史Jで、ワクフ収支簿台帳(1519年)、 修復作業報
告書 (1992~ 2003年)の分析とともに、 6から 14世紀に到る長いハギア・ソフィア・モザイク制作の系譜
を5つの群に分け、未知モザイクの制作年代決定指標を作成している。
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(結果)
金地テッセラの分光反射率は 10のパターンに分類している。これを設置技法、テッセラ寸法、過去の修
復時の記述、さらに既往研究の年代判定と組み合わせ、最終的に、創建時、中央ドーム再建時、再建時のテッ
セラ再利用を含む新!日混在使用、西側部分再建時、 13世紀の図像モザイクの5群に分類し、ハギア・ソフィ
ア・モザイク制作年代の指標を得た意義は大きく、本研究によって測色によるモザイク年代判定の有効性が
示された。今後のハギア・ソフィア・モザイク研究の基礎資料として重要な結果である。
(考察)
膨大なデータの統計的処理に複数の方法を用いるなどして、より客観性の高い分析をすべきであるとの指
摘が審査会でなされた。また、高所作業の故に、堂内すべてのモザイク壁面を実測したわけではなく、足場
の設置された場所を巧みに選定しているので、本論文成果の一層の普遍化には今後の補足作業が欠かせなし」
しかし、論文審査の過程では、足場の設置そのものが困難であり、 40年ぶりの実測という成果を評価すべ
きであり、これらの課題は今後の研究の展開に期待することとし、論文の学術的水準は学位授与に十分であ
るとの結論を得た。
審査の結果の要旨
ピザンティン芸術で多用される金地テッセラの分光反射率を実測し膨大なデータから波形パターンを抽
出、さらに、ハギア・ソフィア・モザイク制作年代決定の基礎となる 5群の分類を得た成果は高く評価でき
る。特に、修復用仮設足場を利用して、それがなければ接近できない堂内高所の実測を修復作業の足場を利
用して実施した点は、約40年ぶりのモザイク調査として貴重である。制作年代の違いにより、目視での色
彩梧違はこれまでも指摘されてきたが、本研究により、その相違が客観的に記述され、測色が制作年代決定
の大きな決め手となることが示された。しかし、論文審査においては他の要因に関する考察がやや不十分で
あり、 ilU色による年代判定の限界の議論は今後の研究の課題である。ガラス被覆による測色の影響に関して
もさらに実験的試行が重ねられるべきであるが、全体の水準は学位請求論文として独創的かつ充実した内容
であると判断された。
平成 23年4月初日、博士(世界遺産学)学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと最終試
験を行い、論文について説明をもとめ、関連事項について質疑応答を行った結果、審査委員全員によって合
格と判定された。
よって、著者は博士(世界遺産学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める口
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